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1． 小球性低色素性貧血の原因はどれか
(1) 溶血性貧血
(2) 巨赤芽球性貧血
(3) 再生不良性貧血
(4) 鉄欠乏性貧血
　a.(1),(3),(4)　b.(1),(2)  c.(2),(3)  d.(4)のみ  e.すべて

2． 次の記載のうち正しいのはどれか
(1) 赤血球は中央の凹んだ円盤状の形態でガス交換の効率がよく、浸透圧の変化や外力に対して壊れにくく、可塑性があり狭いところを通過しやすい
(2) 赤血球には核、細胞内小器官はないが、嫌気性解糖系を持ち、ATPを産生し、そのエネルギーで形態を保っている。
(3) 胎児期にはHbF(α２γ２)が主で、成人ではHbA(α２β2)が主である
(4) ヘモグロビンの酸素飽和度は酸素分圧によって変化する
　a.(1),(3),(4)　b.(1),(2)  c.(2),(3)  d.(4)のみ  e.すべて

3． 正しいのはどれか
(1) 溶血があっても貧血があるとは限らない
(2) 網内系細胞でヘモグロビンが分解されると間接ビリルビンができる
(3) 網状赤血球数は骨髄造血能を反映している
(4) 直接Coombs試験は自己免疫性溶血性貧血で陽性となる
   a.(1),(3),(4)　b.(1),(2)  c.(2),(3)  d.(4)のみ  e.すべて

4.　溶血性貧血について誤っているのはどれか
　　(1)遺伝性球状赤血球症は小型で球状の赤血球が特徴的である
　　(2)グルコース・6・リン酸脱水素酵素は解糖系酵素の一つである
　　(3)発作性寒冷ヘモグロビン尿症では血清中に二相性溶血素(Donath-Landsteiner抗体)が検出される
　　(4)自己免疫性溶血性貧血は反応の至適温度によって急性と慢性に分けられる
　 a.(1),(3),(4)　b.(1),(2)  c.(2),(3)  d.(4)のみ  e.すべて

5.　正しいものに○を、誤ったものに×をつけよ
　　a.鉄欠乏性貧血は小球性低色素性を示す
    b.フェリチンは昨日鉄である
    c.鉄は血液内でセルロプラスミンと結合している
    d.葉酸欠乏ではRNA合成が低下する
    e.ビタミンB12が欠乏すると、血小板数は低下する

6．汎血球減少をきたすのはどれか
　 (1)発作性夜間ヘモグロビン尿症
   (2)サラセミア
   (3)Diamond-Blackfan症候群
   (4)Fanconi症候群
   (5)巨赤芽球性貧血
　a.(1),(2),(3)  b.(1),(2),(5)  c.(1),(4),(5)  d.(2),(3),(4)  e.(3),(4),(5)

7．好中球活性酸素産生能の検査はどれか
　　a.Tzanck試験
    b.Limulus試験
    c.NBT試験
    d.墨汁試験
    e.Coombs試験

8．慢性肉芽腫症で正しいのはどれか
　　a.日本ではgp91phox異常による場合が多い
    b.女性に多い
    c.好中球の遊走能異常をきたす
    d.好中球数は減少する
    e.ブドウ球菌の殺菌能は保たれる

9．リンパ節につき正しいものはどれか
　　a.皮質は主にT細胞が分布する
    b.傍皮質には主にB細胞が分布する
    c.髄質には主にT細胞が分布する
    d.抗原刺激によりリンパ瀘胞が形成される
    e.リンパ液には赤血球成分が豊富である

10．正しいのはどれか
　　a.骨髄異形成症候群は小児に多い疾患である
    b.骨髄異形成症候群ではフィラデルフィア染色体が見られることが多い
    c.骨髄異形成症候群では赤芽球のみに形態異常を認める
    d.発作性夜間血色素尿症では補体感受性が亢進している
    e.発作性夜間血色素尿症の診断には染色体脆弱性試験が必須である

11．悪性リンパ腫の検査として適切でないのはどれか
　　a.骨髄穿刺
    b.全身骨X線単純撮影
    c.胸腹部造影CT
    d.リンパ節生検
    e.胸部X線撮影

12．血液疾患と治療方法との組み合わせで誤っているのはどれか
　　a.菌状息肉症――全身皮膚電子線照射
    b.びまん性大細胞性リンパ腫――放射線治療＋DeVIC療法同時併用
    c.胃MALTリンパ腫――Helicobacter pylori除菌
    d.ホジキンリンパ腫――マントル照射
    e.非ホジキンリンパ腫――R-CHOP療法±放射線治療

13．疾患と病原体の組み合わせで誤っているのはどれか
　　a.EBV――Burkittリンパ腫
    b.Helicobacter pylori――胃MALTリンパ腫
    c.HIV――中枢神経原発リンパ腫
    d.HTLV-1――成人T細胞性白血病/リンパ腫
    e.サイトメガロウイルス――臓器移植後リンパ腫

14．プロトロンビンじかん基準範囲内、活性化部分トロンボプラスチン時間延長の場合、低下していないと思われるのはどれか
　　a.凝固Ⅶ因子活性
    b.凝固Ⅷ因子活性
    c.凝固Ⅸ因子活性
    d.凝固Ⅺ因子活性
    e.凝固Ⅻ因子活性

15．血小板減少をきたさないのはどれか
　　a.C型肝硬変
    b.急性骨髄性白血病
    c.本態性血小板血症
    d.骨髄異形成症候群
    e.全身性エリテマトーデス

16．出血の身体所見はどれか、二つ選べ
　　a.静脈怒張
    b.さじ状爪
    c.手掌紅斑
    d.点状出血
    e.紫斑

17．急性骨髄性白血病に関して正しいのはどれか、二つ選べ
　　a.血液中の白血球数は減少することがある
    b.成人では急性リンパ性白血病よりも多い
    c.芽球の3%未満がペルオキシダーゼ染色陽性である
    d.80%の症例が受診時に発熱がある
    e.9番と22番との染色体相互転座は急性前骨髄球性白血病に認められる

18．白血病の治療薬について正しい組み合わせはどれか
　　a.急性前骨髄球性白血病：全トランス型レチノイン酸
    b.急性リンパ性白血病：抗CD33抗体
    c.慢性骨髄性白血病：副腎皮質ステロイド
    d.急性骨髄単球性白血病：チロシンキナーゼ阻害薬
    e.急性骨髄性白血病：CD20キメラ型抗体

19．血友病に関して正しいのはどれか
　　a.血友病Aの30%は孤発例である
    b.血友病Bのほうが血友病Aより多い
    c.常染色体優性遺伝形式をとる
    d.表在の出血傾向が主体である
    e.血小板数が減少する

20．特発性血小板減少性紫斑病についてただしいのはどれか
　　a.破砕赤血球を認める
    b.しばしば脳出血を伴う
    c.血漿交換が有効である
    d.急性型は小児に多い
    e.巨大血小板を認める

21．アセチルサリチル酸(アスピリン)について正しいのはどれか
　　a.ADP受容体を阻害する
    b.プロトロンビン時間でモニターする
    c.服用中の納豆食は禁忌である
    d.心筋梗塞に適応がある
    e.播種性血管内凝固の治療に用いる

22．多発性骨髄腫の治療に用いられる薬剤はどれか
　　(1)デキサメサゾン
    (2)サリドマイド
    (3)アルケラン
    (4)ボルテゾミブ
    a.(1),(3),(4)　b.(1),(2)  c.(2),(3)  d.(4)のみ  e.すべて

23．初発時慢性期の慢性骨髄性白血病における現在の第１選択薬を選べ
　　a.ハイドロキシウレア
    b.インターフェロンα
    c.イマチニブ
    d.ダサチニブ
    e.ニロチニブ

24．慢性骨髄性白血病にほぼ100%認められる遺伝子異常は次のうちどれか
　　a.JAK2V617F
    b.AML1-MTG8
    c.FIP1L1α-PDGFR
    d.bcr-abl
    e.PMLRARα

25．M蛋白血症をきたす疾患はどれか
　　(1)成人T細胞白血病
    (2)形質細胞白血病
    (3)MGUS
    (4)POEMS症候群
    (5)非分泌型骨髄腫
   a.(1),(2),(3)  b.(1),(2),(5)  c.(1),(4),(5)  d.(2),(3),(4)  e.(3),(4),(5)

26．Human leukocyte antigen(HLA)について誤っているのはどれか
　　a.主要組織適合抗原を規定する遺伝子である
    b.遺伝子は6番染色体にある
    c.クラスⅡ抗原はB細胞やマクロファージに発現している
    d.遺伝的多型性には乏しい
    e.同種移植ではHLA一致血縁者が最優先ドナーである

27．カルシニューリン阻害剤はどれか
　　a.ミコフェノレートモフェチル
    b.メチルプレドニゾロン
    c.シクロスポリン
    d.アザチオプリン
    e.フルダラビン

28．血球貪食症候群(hemophagocytic syndrome,HPS)の診断に下記のうち最も有用な血液検査はどれか
　　a.カリウム
    b.カルシウム
    c.アルブミン
    d.クレアチニン
    e.フェリチン

29．30歳の男性。生来健康であったが、1週間前から強い全身倦怠感があり入院した。体温37.8℃。肝臓、脾臓を触れずリンパ節腫大も認めない。赤血球307万/μℓ、Hb9.0g/dl、Ht27%、白血球900/μℓ(好中球5%、単球1%、リンパ球94%)、血小板0.8万/μℓ。腸骨の骨髄生検では著名な低形成所見を認める。
　　この疾患に対する治療法として考えられるのはどれか、二つ選べ
　　a.骨髄移植
    b.免疫抑制療法
    c.免疫グロブリン大量療法
    d.イマチニブ投与
    e.葉酸投与

30．成人T細胞性白血病・リンパ腫の原因となるHTLV-1のキャリアーは日本において、おおよそどの程度存在すると推定されているか
　　a.約900万人
    b.約700万人
    c.約600万人
    d.約100万人
    e.約5万人

31．輸血療法について誤っているのを選べ
　　a.輸血は全血の補充を原則としている
    b.赤血球濃厚液は循環血液量の20%以上の出血で適応となる
    c.アルブミン製剤は膠質浸透圧の維持のために使用する
    d.新鮮凍結血漿は凝固因子補充のために使用する
    e.血小板製剤は循環血液量の150%以上の出血で適応となる

32．輸血副作用について誤っているのを選べ
　　a.ABO型不適合輸血は血管内溶血を起こし致命率が高い
    b.輸血用血液製剤のウイルス核酸増幅検査(NAT検査)を実施するため、輸血後B型肝炎ウイルス感染はない
    c.遅発型溶血性副作用は、不規則抗体陽性者の不適合輸血でおこる
    d.輸血によるアナフィラキシー反応は、日本人ではハプトグロビン欠損症事例が多い
    e.赤血球製剤ではエルシニア菌汚染が問題となることがある
